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第37回 三鷹散策の会 報告 
〜神代植物公園バラフェスタと深大寺〜 
 
 今年初の真夏日となった 5 月 24 日（金）、春のバラフェスタ開催中の都立神代植物公園と
都内有数の古刹・深大寺を巡りました。三鷹高校時代の方から今年入学の中等 10期生の保護
者まで、総勢 31名の参加となりました。 
 

都立神代植物公園 

 神代植物公園正門前に集合し、9時半の開園と同時に園内へ。５月とは思えない強い日差し
の中、４つの班に分かれ、ボランティアガイドさんの解説を聞きながら、約１時間バラ園を巡
りました。バラフェスタ中ということもあり、遠足で訪れる幼稚園児の親子やカメラを片手に
した年配の方々など、多くの来園者で賑わっていました。 
 
バラ園巡り 

 神代植物公園のバラ園は、世界バラ連合優秀庭
園賞を受賞したことがある名園です。 
 コンクール花壇の部分には、国際ばら新品種コ
ンクールに入賞した花が多数植えられていて、日
本人が生み出したバラも少なくありません。また、
香りが強い品種には名札にマークがついており、
実際に香りを楽しむことができます。 

 
 
 
 
 
 
【ピース】第 2次世界大戦終了にちなんで名付けられた、平和を象徴するバラ。 
【スーベニールドアンネフランク（アンネのバラ）】アンネ・フランクを記念してつくられ、
アンネの父オットー氏より日本に寄贈されたバラの子孫。平和の象徴として、日本各地のキ
リスト教会や縁のある杉並区の学校などに植えられている。 

【ロイヤルハイネス】高島屋の包装紙のモデルにもなったバラ。 
【プリンセスミチコ】ご成婚を記念してイギリス人がつくったバラ。 
 
 このほかにも、資生堂の化粧品に使われているバラ（芳純）や向井千秋さんが宇宙に持って
行って研究をしたバラ（オーバーナイトセンセーション）などもありました。 
 知識豊富なガイドの方たちにバラの特徴や花にまつわるエピソードをうかがいながら、より
深くバラの世界を堪能することができました。 
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そばごちそう 門前 

 バラ園巡り後、各自自由に園内を散策し、深大寺門から深大
寺正門前の「そばごちそう 門前」に移動。二階席の落ち着い
た部屋で「そば重ね」をいただきました。 
 
 食事後は、簡単な自己紹介を行いました。保護者同士のタテ
の交流ができるのもこの会の楽しみの一つです。最後はサー
ビスの 100 円割引券を使って、店頭で売っているお焼きや自家製の漬物など、お土産もしっ
かり購入しました。 
 
 
深大寺とその周辺 

 昼食後は 2班に分かれ、調布市観光協
会のボランティアの方に深大寺境内を
案内していただきました。 
 
 
 
 
 深大寺は、奈良時代天平 5 年（733）、水神である「深
沙大王」を祀って創建された、都内で２番目に古い寺だそ
うです（都内最古は浅草寺）。境内の様々な建造物には格
付けがあり、屋根の裏側の木の並び方などを見るとその
違いがわかること、焚いた煙を浴びる常香桜の屋根や鐘
楼の木組みの先に細かい意匠が施されていることなど、
ふだん知らずに見過ごしているポイントをさまざま知る
ことができました。今回は時間が限られていたため見ら
れませんでしたが、釈迦堂に安置されている「銅造釈迦如来像」は、2017 年に国宝に新しく
指定された仏像です。鎌倉の大仏と並んで関東に二つしかない国宝だそうです。 
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 深大寺境内を見た後は、境内横の門から出て、少し離
れた「深沙大王」が祀られた寺を見て解散となりました。 
 
 
 
 
 
 

＊     ＊     ＊ 
 

 雲一つない晴天に恵まれ初夏の陽気でしたが、緑の中を吹く風は心地よく、バラの香りに癒
された一日でした。今回は身近な場所での開催でしたが、ガイドの方々の説明で初めて知るこ
とも多く、新鮮な目で散策することができました。 
 
 卒業された皆さまは、この会で久しぶりにお仲間と会えるのが楽しみとのこと。この会をこ
れからも交流の場として続けていきたいと改めて思いました。次回の散策の会は秋に開催予定
です。詳細は PTAホームページでお知らせしますので、ぜひお気軽にご参加ください。 
 
 
 


